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全国調査 ４／１８

令和６年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

①「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業展開の工夫 学力向上推進員 委員 校長
②ICTを効果的に活用した授業展開の工夫 校長 河野 修二 ・ 教頭 豊島 由美子
③自主的に取り組もうとする「家庭学習」の習慣化 教諭 吉田 和佳子 教務 重本 英昭 ・ 低・中・高学年代表教諭 河 野 修 二

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能は概ね ・基礎的・基本的な知識・技能を確実に ・漢字や計算、音読を継続的に指導し、 ・日記や短文作りの指導を充実させ、漢 ・基礎的・基本的な知識・技能は多く ・基礎的・基本的な知識・技能の活用
身に付いている児童は多い。 身に付け、既習の学習や他教科と関連 小テストを定期的に実施する。 字や修飾する言葉を適切に使い、主述 の児童が身に付けることができてい に向けて、文章を作る等の作文の機

付けて考えることができる。 ・文章を正確に読む力、語彙力、表現 が整った文章を書くことに慣れさせる。 るが、既習の学習と関連付けるなど 会を増やし、より実践的な取り組みを
●読書や日常生活の経験差から、語彙 ・さまざまなジャンルの読書に親しみ、言 力を身につけさせるため、読書に親しま 活用する力は十分ではない。 増やしていく。
力が低く、文章を読み取る力や書く力 語感覚を豊かにし、正しい言葉で文章を せる。 ・読書をする機会を増やし、活字が抵抗 ・読み聞かせなどの工夫により、さ ・読書をする機会が多くとれるように
が弱い児童がいる。 書いたり読み取ったりすることができる。 ・タブレットドリルを活用し、自分の課題 なく読めるようにしたり、語彙力を高めた まざまなジャンルの読書に親しむこ 工夫する。

にあった問題に取り組ませる。 りする。 とができたが、進んで読書をしようと
する児童はまだ少ない。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○根拠や理由を明確にしながら、自分 ・文章や表、グラフなどから自分で情報 ・分かったことや考えたことを思考ツー ・文章から読み取ったことを図示する学習 ・情報に対して、簡単な見取りはで ・話し合いの機会を多く設定し、対話
の考えを発表しようとする児童は多い。 を読み取り、整理したり考えを深めたり ルを活用してまとめ、設定した条件をも の機会をさらに増やし、解法につなげられ きるが、他と関連付けたり深く読み をつなげたり、自分の考えを長い言

することができる。 とに文章を書いたり、発表したりする活 るようにする。 取ったりすることは難しい。 葉で発言したりすることができるよう
●課題解決に向けて、自分の考えは表 動を増やす。 ・一つの問いに対して、いろいろな に支援する。
現できるようになってきたが、互いの意 ・課題解決に向けて、根拠や理由を明確 ・グループ討論の場を設定し、話型を意 ・課題作文に取り組む機会を増やし、自分 解き方で考えられたり、自分の考 ・感想や一言日記など短い文で書く
見を整理したり、比べたりすることは難 にしながら自分の意見を表現し、対話を 識させながら、考えやその理由を問うた の意見や根拠をまとめる練習をする。 えを理由もつけて述べたりできる 活動も継続的に行う。
しい児童もいる。 通して、互いの意見を整理したり比べた り述べたりするやりとりができるだけ長 児童が増えてきた。

りすることができる。 く続くように会話する機会を増やす。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○授業中の課題や宿題など、与えられ ・自分の学習状況や興味関心に応じた ・各教科での課題設定や提示の工夫を ・授業で学んだことを振り返る場を設定 ・総合的な学習の時間などでの探 ・授業の都度、何ができるようになっ
た課題に対してまじめに取り組むことの 課題を見つけ、計画的に学習することがで して、何ができるようになるのか、どうや し、課題に対する到達度を把握させ、次の 究活動では、自分の課題を解決す たのか振り返り、達成度を確かめる。
できる児童が多い。 きる。 って課題解決をするのかを意識させて 小目標を設定させる。 るために、自ら計画を立てて学習 ・学校での学習で理解が不十分な所

授業に向かわせる。 を進める姿が見られた。 を児童がつかみ、その内容に対し
●自分の学習課題を把握し、計画的・効 ・ノートや端末等、学習内容に応じたツー ・自分のできていることと、できていない ・自主学習が充実するように、個に応じた ・自主学習では、課題を与えないと て、必要な学習の方法を伝える機会
果的に家庭学習に取り組むことには課題 ルを活用して、自主的に学習に取り組み、 ことが目で見て分かるようなシートに記 適切な指導をする。 自分に必要な学習内容を選択す を作る。
がある。 個別最適な学びができる。 入し、自分の課題を設定させる。 ることができない児童もいる。

令和６年度 学力向上ロードマップ

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

学島小学校

「学力向上実行プラン」

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
プ
ラ
ン
作
成

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・
素
案
の
作
成

学
力
向
上

検
討
委
員
会

研
究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
取
組

★学力向上実行プラン作成
・校内で共通理解
・ＰＴＡ総会で周知
・学校ＨＰに掲載

各研究部会研修

発問・板書・ノート
指導

学習形態の工夫

校
内
研
修

推進員
研修会

授
業
研
究
会

家庭学習
充実月間

調
査
結
果
の
分
析
・
取
組
の
検
証

プ
ラ
ン
の
見
直
し

授
業
改
善
の
立
案

確認プリント等を活用した複数回のＰＤＣＡサイクルの実践

保護者ア
ンケート

校
内
研
修

授
業
研
究
会

結果
検証

取
組
の
検
証

分
析
・
検
証
結
果
と
し
て
プ
ラ
ン
の
公
表

学
校
評
価
の
デ
ー
タ
等
に
よ
る
取
組
の
検
証

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

授
業
研
究
会

校
内
研
修

全国調査
結果公表

学
校
運
営
協
議
会
・

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

学
校
運
営
協
議
会
・

学
校
評
議
委
員
会
へ
報
告

校
内
研
修

家庭学習
充実月間

保護者ア
ンケート


